
社会教育委員の役割と
長岡市中央公民館の概要

令和６年６月３日

長岡市中央公民館

資料１



（１）社会教育委員の役割

①法律上の定義

②長岡市の特長と活動事例



①法律上の定義
社会教育法第１７条

１ 社会教育委員は，社会教育に関し教育委員会に助言するため，
次の職務を行う。

一 社会教育に関する諸計画を立案すること。
二 定時又は臨時に会議を開き，教育委員会の諮問に応じ，これ

に対して，意見を述べること。

三 前ニ号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。

２ 社会教育委員は，教育委員会の会議に出席して社会教育に関し
て意見を述べることができる。

３ 市町村の社会教育委員は， 当該市町村の教育委員会から委嘱
を受けた青少年教育に関する特定の事項について，社会教育関
係団体，社会教育指導者その他関係者に対し，助言と指導を与
えることができる。



出典：広島県立生涯学習センター 『生涯学習を学ぶコンテンツ集【基本から実践まで】』



地域社会における社会教育活動の具体的
取組への貢献

○住民の意向を行政や施策の運営に反映させる
ためのパイプの役割

○地域の社会教育に関する情報の行政への提供

○家庭・地域の教育力向上に関しての積極的な
貢献、まちづくり・地域づくりへの積極的な貢献、
社会教育に関する諸計画の立案

<参考>国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
「社会教育委員の職務等の実態に関する調査報告書」（平成19年）

市町村の社会教育委員に期待される役割



②長岡市の特長と活動事例
○社会教育に係る変遷

【平成16年4月】
旧長岡市域の全地区公民館等をコミュニティセン

ターに移行

【平成24年6月】

長岡市市民協働条例の制定

【平成29年4月】

「公民館に関する事務及び社会教育委員に関する
事務」を、教育委員会から市長部局（副市長）に
事務委任



長岡市の組織（R6.6現在）

市長部局 教育委員会

学校教育社会教育 家庭教育生涯学習

・文化振興課
（生涯学習担当）

・市民協働課（コミュニティ推進係）
・ミライエ長岡企画推進室
・まちなかキャンパス長岡
・スポーツ振興課
・人権・男女共同参画課
・福祉課
・健康増進課
・国際交流課 etc...

・学校教育課
・教育総務課
・教育施設課
・学務課

・子ども・子育て課
・保育課

・中央図書館
・科学博物館

長岡市の生涯学習・
社会教育事業は、
様々な課がそれぞれ
の専門分野で担って
いるっぴー！

花火の妖精 ナッちゃん

兼務
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長岡市の社会教育施設



○地域施設の統合
○地域の活動の一体感・既存組織の連携

児童館
【子ども・子育て課】

福祉センター
【福祉総務課】

公民館
【中央公民館】

コミュニティセンター
【市民協働課】

コミュニティセンター ＝ 公民館 + 児童館 + 福祉センター

コミュニティセンターの機能



○市の社会教育事業（講座、研修、講演会など）に対し
て、広く市民の意見を反映させるため、市に助言を行いま
す。

○各々の立場で社会教育活動を行うとともに、研修や講
座等に積極的に参加して、知識や見聞を広めます。

○長岡市の現状や課題を、社会教育委員全体で学び、
共有する手段として、自主研修を行います。

○任期は２年。身分は「長岡市特別職非常勤職員」とな
り、地方公務員に準じたものになります。

長岡市社会教育委員の特長



○社会教育委員会の自主研修テーマ

「長岡市における社会教育推進の課題と
社会教育委員の関わり方」（答申）
➤ 中央公民館事務局からの諮問を受け、社会教育を推進
するための長岡市の課題を洗い出し、社会教育委員が
どのように向き合うべきかをまとめた。

「地域と学校の連携促進に向けた方向性」
➤ コミュニティスクール（以下、ＣＳ）化に向けて、先
進地である見附市や市内の小中学校を視察した結果を
「意見書」としてまとめ、教育長に提出した。

H28・29

H30・31 ※この任期から共通テーマを持って自主研修に取り組み始めました。

※自主研修としては共通テーマを決めず、４班に分かれて
好きなテーマで研修をしていました。



○社会教育委員会の自主研修テーマ

※R2は「全国社会教育研究大会」を長岡市で実施

「長岡版コミュニティスクール化の
フォローアップ」

➤ ＣＳのパイロット校３校を訪問し、R4から全校で導入
されるＣＳ化がより効果を上げるための視点や方策をま
とめ、学校教育課に提出した。

「地域資源を活用した『人づくり・つなが
りづくり・地域づくり』の在り方」
➤ 和島・三島（R4）、栃尾・山本(R5)地域を視察し、
地域資源の活用実態と課題を学び、整理した。

R2・3

R4・5



（２）長岡市中央公民館の概要

①法律上の定義

②実施事業

③利用状況の推移

④中央公民館利用方法の一部変更について



①法律上の定義
社会教育法第２０条
公民館は、市町村その他一定区域の住民のために、実際生活に即
する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もって住民の
教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社
会福祉の増進に寄与することを目的とする。

同法 第２２条
公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を
行う。但し、この法律及び他の法令によって禁じられたものは、この
限りでない。

一 定期講座を開設すること。
二 討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。
三 図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。
四 体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。
五 各種の団体、機関等の連絡を図ること。
六 その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。



中央公民館事業

•貸館
•社会同和教育
•中央公民館作品展
•地域学びコーディネーター講座 etc...

生涯学習担当事業

•人材バンク「まちの先生」
• 「生涯学習ガイドブック」
•市政出前講座 etc...

②実施事業
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③中央公民館 利用状況の推移



④中央公民館利用方法の一部変更について

１ 主な変更点

⑴居室数と用途の変更 【資料１-１】
・中央公民館の居室数は現在の14室から９室に変更します。
・音楽室、視聴覚室などの専用室を、机や椅子などを入れ替える

ことで、より多くの人が使いやすいように多目的化を図ります。

⑵使用時間区分の変更 【資料１-２】
・部屋の貸出単位を「午前、午後、夜間」の３区分から、「１時間単

位」に変更します。これに伴い、料金も１時間単位の設定に変更

します。

２ 変更の時期

令和６年７月１日利用分から



ご清聴ありがとうございました。

なかのん
（中之島地域マスコットキャラクター）
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